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若田 宇宙 飛行 土 
船長 業務 完了 
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年 5 月 14 日 10 時 58 分 (日本 時 間 ) 、 
若田 光一 宇宙 飛行 士 が 国際 宇 
2(]14 再 ス テー ショ ン (1SS) か ら 地 球 に 
帰還 し まし た 。 約 6 カ月 の 長期 
滞在 ミッ ショ ン の 後半 の 3 月 に は 、 日 本 人 初 と な る ISS 船 長 
に 就任 。 分 刻み の スケ ジュ ー ル の な か で 、 成 果 を 最大 限 に 
出す こと を 目指 し て どの よう な ミッ ショ ン に 挑ん だ の か 、 
地上 で その 活動 を 見 守っ た 三宅 正純 有人 宇宙 技術 モン タ 
ー 長 に 聞き まし た 。 若 田 宇 宙 飛 行 士 の 船長 就任 と 時 を 同じ 
くし て 、2014 年 2 月 に 打ち 上 げ ら れ た GPM 主 衛星 (全球 放 
観測 計画 衛星 ) か ら 初め て の 観測 画像 が 届き まし た 。 地 
球 全 体 の 降水 を 観測 する こと が 、 日 々 の 募 
らし や 将来 の 地球 に どの よう に 貢献 
し て いく の か 、 画 像 の 解説 と と も に 
ご 紹介 し ます 。 そ し て 5 月 24 日 、 
陸 域 観測 技術 衛星 2 号 「 だ いち 2 
号 ] の 打ち 上 げ が 成功 し まし た 。 
「 だ いち 」 の 後継 手 と し て 、 炎 害 
観測 、 国 土 保全 、 森 林 伐 採 の 監 
視 、 資 源 探査 な ど 、 さ ま ざ ま な 
分 野 で の 利用 拡大 を 目指 し ま 
す 。 ビ ジュ アル ペー ジ Q0-p) で 
は 、 皆 さま か ら お 寄せ いた だ い 
た 打ち 上 げ 写 真 を ご 紹介 。 力 作 
の 数 々 を お 楽し みく だ さい 。 


「JAXA's」 で は 、 
JAXA が 取り 組む 3 つの 分 野 で の 活動 を 
ご 紹介 し て いき ます 。 
訓 安心 ・ 安 全 な 社会 を 目指 す 「 安 全 保障 ・ 防 災 」 
外 宇宙 技術 を 通し て 日 本 の 産業 に 貢献 する 「 産 業 振興 」 
回 宇宙 の 謎 や 人 類 の 活動 領域 の 拡大 に 挑む 
「 フ ロン ティ ア へ の 挑戦 ] で す 。 
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け 取 る こと が あり ます 。 内容 は ロマ ンチ ッ ク な も の で 
は な い の で す が 、 そ れ で も 早く 開封 し て 書面 を 読み た 
く な り ま す 。 そ し て 、 子ども の ころ 切手 を 集め て いた 
の を 思い 出し 、 手元 に 残し た り し て いま す 。 送っ て く 
だ さる 方 も 心得 て いら っ し ゃ る よう で 、 業務 連絡 に 青 
い 図柄 の 星座 の シリ ー ズ 切手 な ど が 使わ れ て いる こと 
も 少な く あ り ま せん 。 

宇宙 航空 分 野 の 研究 開発 と 関連 する 特殊 切手 も 、 こ 
れ ま で に いく つか 発行 され て いま す 。 比較 的 最近 の も 
の と し て は 、「 航 空 100 周 年 記念 ] (2010 年 9 月 21 日 発 
行 ) 、「 日 本 天文 学会 創立 100 周 年 (2008 年 2 月 21 日 
発行 ) 、「 国 際 宇 宙 会 議 福岡 大 会 ] (2005 年 10 月 3 日 発 
行 ) 、「 国 際 宇 宙 年 ] (1992 年 7 月 7 日 発行 ) な ど で す 。 
日 本 天文 学会 創立 100 周 年 の 切手 に は 小惑星 探査 機 
「 は や ぶさ 」 や X 線 天文 衛星 「 す ざさ ざく] が あし ら わ れ て お 
り 、 利 用 許諾 に 関し て 日 本 天文 学会 と JAXA の 知 財 グ 
ルー プ と の 間 の 調整 に 入っ た 思い 出 が あり ます 。 

ほか に も 、「 戦 後 50 年 メモ リア ル シ リ ー ズ | や 「20 世 
紀 デ ザイ ン 切 手 シ リー ズ ] 「 科 学 技術 と アニ メ ・ ヒ ー ロ 
ー・ ヒ ロイ ン シ リ ー ズ ] [地方 自治 法 施行 60 周 年 記念 
シリ ー ズ 茨城 県 ] で も 最 先端 の 科学 ・ 技 術 の 象徴 と し 
て 宇宙 開発 が 取り 上 上 げ ら れ て いま す 。 

た だ し 、 こ ちら か ら 特 殊 切 手 の 企画 を 持ち 込ん で 発 
行 し て も ら う の は 容易 で は あり ませ ん 。 例え ば 2009 
年 の 世界 天文 年 の 際 に も 特殊 切手 の 発行 を 提案 し まし 
た が 認め られ ませ ん で し た 。 2000 年 の 「 お お すみ ] 打 
ち 上 げ 30 周 年 の と き に も 惜しい と ころ で 実現 で き な 
か っ た と 聞い て いま す 。2020 年 の 「 お お すみ ] 打ち 上 
げ 50 周 年 で は ぜひ 実現 し た いと ころ で すし 、 宇 宙 機 シ 
リー ズ も ぜひ 検討 いた だ きた いも の で す 。 


外国 切手 に な っ た JAXA の 宇宙 機 


切手 趣味 は 世界 共通 で 、 大 部 分 は 使用 され ず に 保管 
され ます か ら 、 特 殊 切手 の 発行 は 小国 を 中 心 に 貴重 な 
外貨 収入 の 手段 と 位置 付け られ て いま す 。 そ し て そこ 
に は JAXA の 宇宙 機 も 数 多く 登場 し ます 。JAXA が 公 
開 し て いる 写真 な ど を 参考 に イラ スト を 描き 起こ し 、 


re 


世界 各国 の 特殊 切手 の 例 。 ギニア の 切手 に は 中 村 
正人 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ が 実名 入り で 登場 。 「 イ カ 
ロス ] も いろ いろ な 国 で 取り 上 げ ら れ て いる 


jm ピン 


、 
7 
し 


ーー 


最近 発行 され た 記念 フレ ー ム 切手 の いろ いろ 。 左 か ら 、 


「 は や ぶさ ] 「 銀 河 連 邦 25 周 年 記念 ] [国分 寺 市 市 制 施行 50 周 年 記念 ] 


切手 に 用 いる の で す 。 た だ し 、JAXA の 監修 が 入っ て 
いな いこ と も あっ て 突っ 込み どこ ろ は 満載 で 、 そ こ が 
また 別 の 希少 さ を 生 ん で いま す 。 

種類 と し て 多い の は ハレ ー 彗 星 の 国 際 共 同 探査 に 参 
加 し た 「 さ き が け 」 と 「 す いせ い 」 で 、 私 が 確認 で きた だ 
け で も カン ボ ジ ア ー ギ ニア ビ サ ウ ー ク ッ ク 請 島 一 コー 
ト ジ ボ ワー ル 、 コ モロ 、 サ ント メ ・ プ リン シ ペ 、 ジ ブ 
チ 、 ト ー ゴ 、 ニ ジェ ー ル 、 ハ ン ガ リー、 ブ ル ガ リ ア 、 
ポーランド 、 マ ー シ ャ ル 諸 島 、 マ ダ ガ ス カル 、 モ ー リ 
タニ ア 、 モ ルディ ブ で 発行 され て いま す 。 世 界 初 の ソ 
ー ラ ー セ イル で ある 「 イ カロ ス 」 も 人 気 で 、 赤外線 天文 
衛星 「 あ か り 」 も 多数 発行 され て いま す 。 

面白 いと ころ で は 、2010 年 に 発行 され た ギニア の 切 
手 が あ り ま す 。 金星 探査 機 | あ か つき 」 の 中 村 正 人 プロ 
ジェ クト マネ ー ジ ャ が 描か れ て いま す が 、 背 景 の 宇宙 
機 は ESA の ビー ナス ・ エ クス プレ ス と H-IB ロ ケッ ト 
で す 。 


フレ ー ム 切手 に 「 は や ぶさ 」 登場 


一 方 で 、 最近 で は フレ ー ム 切手 ( 外 枠 部 分 が 切手 に 
な っ て いて 内 側 の 無地 部 分 に 好き な 図案 を 印刷 で き 
る ) を 活用 し て 、 オ リ ジ ナ ル 切 手 を 小 ロッ ト で 作成 す 
る こと も 増え て き て いま す 。 個 人 で も 作成 で きま す が 、 
郵便 局 の 企画 と し て も 進め られ て お り 、 宇 宙 関 係 で も 
「 銀 河 連 邦 25 周 年 記念 」 (2012 年 7 月 27 日 ) や 、 そ の 名 
も ずばり 「 は や ぶさ 」 (2012 年 11 月 1 日 ) が 発行 され ま 
し た 。 ご く 最 近 も 「 国 分 寺 市 市 制 施行 50 周 年 記念 ] の 
オリ ジ ナ ルフ レー ム 切 手 が 2014 年 4 月 18 日 に 地域 限 
定 で 発行 され 、 デ ザイ ン に ペン シル ロケ ッ ト や 小惑星 
イト カワ が 採用 され た 縁 で JAXA に 寄贈 いた だ きま し 
た 。 い た だ いた シー ト は その ほか の フレ ー ム 切手 と と 
も に 相模 原 キ ャ ン パ ス 展 示 室 に 展示 され て いま す 。 

冒頭 に 書い た よう に 、 切 手 は 気持 ち を 表現 する た め 
の 道具 の 一 つ で も あり ます 。 少数 だ け 発 行 さ れる フレ 
ー ム 切手 で は な く 、 で きれ ば 宇宙 機 シ リー ズ 切 手 を 実 
現し 、 受け取り 手 を 宇宙 ・ 航 空 の 研究 開発 の 世界 へ と 
いざ な うこ と が で きれ ば いい な と 願っ て いま す 。 
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LU32(G 111W2 ま SIKEESG 旧 較 科 各 
し ずく (GCOM-W) の ま 2 た な ン の 科 の 洞 の ま 調 す 学 使 欄 い 1 呈 8 
人 し 万 人 殺 タ ー 学 理 な 参 し 布 ^ 交 館 カ ヵ - | ミ 
平成 26 年 度 た 3 晴 央 1 般 技 解 ど 加 た 航 今 流 の 史 
ャ レモ ュ | ヘム 計 ク x 十 大 二 の 施 術 を を 者 * 空 年 会 科 く 技 大 
文部 科学 大 臣 表彰 摘 人 に 先 は 周 深見 は 計 二 けつ チ 遇 2 
ぷん 涼 を 恵 こ か 公 間 め 学 飛 開 宙 る 2 桜 ア 期 人 4 に 還 
科学 技術 賞 受賞 と 告 を えま み 久 上 の まし り の 6 の そ 1 の る に 術 使 
も ゃ るい 1 流 調 斑 た 】 ミ 4 ご シ 在 博 
JAXA-IICA 包 括 協定 844# 科 48614 を 2 週 館 
タ 加 事 行 宙 航 ^… ま メレ ハト ヽ で 4 行 を 京 問 
な) こつ いて 1 者 業 わ そ 空 ]〕] た AI340 開 月 っ 迎 の 日] 団 
% 各 に で と 所 れ ン 宇 A4 事 タ 名 催 7 て を ぇ 各 施 を 
2012 年 5 朋 に 打ち 上 げた 水 箱 環 変動 観測 衛星 ほ ャ す 通 会 国 く くっ て は 4 の は 8 行 ルル 錠 
『 し まく 」 に 搭載 し て いる 高尾 能 マイ クロ 波 放 時 SE の ま 朋 4 ま 00 ま sm っ 
計 2 (AMSR2 ) は 、 地 表 和 や 海 面 、 大 気 な どか き X ぜ 見 定 業 ま 日 近 二 っ m た 二 た an て 
ら 自然 に 放射 され る マイ クロ 波 を 高 精度 に 計測 すき 全 9 記 相 覆 し を た 全 た 上 ち 語 村 般 た 
し 、 海 水 、 海 面 水 温 、 土 壌 水分 な ど 、 水 に 関 宮 業 活き に こ 5 5 5 と る た で ノノ NM 
わる 物理 量 を 観測 する セン サ で す 。 こ の AMSR2 き 所 胃 争 開 連 』 て た 上 昌 の 上 是 心 桜 
に より 、2012 年 8 月 に 北 板 海 の 海水 面積 が 観 ミ 設 だ 業 し 2X ま 人 斉 で まま 遇 部 開 の 
洋史 上 最小 に な っ た こと を 世界 に 先駆 け て 提 え 見 所 て を A す % 千 上 半 に 星 瑞 の 2 
た の を は じ め 、 地 球 環 境 動 の 把握 や 、 気 象 る き 設 は と が ょ こし コ * 飛 つ 
予報 、 漁業 操業 の 効率 化 に 寄与 し まし た 。 こ 生還 の の 直し 起ち 間 い と 
ら 6 の 功績 に より 4 月 15 日 、 平 成 26 年 度 科学 技 


術 分 野 の 文部 科学 大 臣 表彰 科学 技術 賞 ( 開 
発 部 門 ) を 受賞 し ほし た 。 
また 、「 し ずく | の 他 に 「ALOS-2」 や 「GPM] 
な どの TAXA の 最新 の 衛星 が 数 多く を そろ っ て き 
た この タイ ミン グ で 、 ア マゾ ン で の 森林 保全 、 東 
南ア ジア 、 アフ リカ 地域 に な ける 地図 作成 や 、 青 
0 今後 も 
ら に 大 きく 貢献 し て いく た め に 、TAXA と 国際 
NN 包括 協定 を 締 
結 し まし た 。 開発 途上 国 の 社会 課題 で ある 農業 
や 自然 災害 の 援助 な ど に 衛星 デー タ を 活用 し て 
いき ます 。 
JAXA-JICA 包 括 協定 プレ スリ リー ス 


http://www.jaxa.jp/press/2014/04/ 
20140423_jica_j.html 


計時 0 人 軸 


調布 航空 宇宙 セン ター の 
航空 機 飛行 シミ ュ レ ー タ 
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消防 庁 が D-NET に 対応 し た 
シス テム の 運用 を 開始 


授賞 式 の 様子 。 前 
列 左 が 中 川 敬 三 ・ 元 
「 し ずく ] プロ ジェ ク 
トマ ネー ジャ 


JAXA 奥 村 直 樹理 事 長 ( 左 ) と 
JICA 田 中 明彦 理事 長 ( 右 ) 


総務 省 消防 庁 は 、JAXA が 開発 
し て いる 「 D-NET (災害 救援 航空 

機 情報 共有 ネッ トワ ー ク ) 」 の 技術 
が 活用 きれ た 新 シ ステ ム の 運用 を 
2014 年 4 月 か ら 開始 し まし た 。 新 シ 
ステ ム は 動 襲 管理 シス テム を 搭載 し 
た 全国 の 消防 防災 へ リコ プター の 
活動 位置 を タイ ムリ ー に 把握 で きる 
だ け で な く 〈、D-NET に 対応 し た 機 
器 を 搭載 し た へ ヘリコプター か ら は その 
へ リコ プター の 活動 状況 や 災害 地 


の 詳細 な 情報 な ど を デー タ で 送る こ 
と が 可能 に な っ た り 、 へ ヘリコプター 上 
で も 災害 の 発生 エリ ア な どの 詳細 情 
報 を 共有 で きる よう に な り ま す 。 多く の 
航空 機 が 集結 する 大 規模 災害 時 
に お いて も 、 た 全 で 効率 的 な 運航 
判断 を 可能 に し 、 その 結果 迅速 な 
救援 活動 に つなげ られ ます 。 今 号 で 
は 次 の ステ ッ プ で ある 「 D-NET2」 
と いう 持 来 構想 に つい て ご 紹介 し て 
いま す の で 併せ て ご 覧 くだ きい 。 


西 宇 う サ 予 ま さる し を 国 た 対 員 ス が 帰 2 > 

今年 度 か 5 「TAX 宇宙 し ス 定 えれ 人 へ 長 際 志 す 会 テコ 国 0 大 

人 軸 飛 人 プ で て た 人 交 期 協 乱 る と ! 宇 し 1 0 

A'sl の 発行 責任 飛行 8 ラ す 7 ト 十 的 力 刺 今 偽 シ 生 て 4 

者 に な り ま し た 行 士 S ぇ 月 S 自 目 に に 後藤 開い 年 に コ ぁ 

時 土 べ へ かご] に E 月 注 よ で の や ン 発 た 5 洗 』 

広報 部 長 の 上 垣 の の 6 で A 基 F に 消 る 2 推 ト ・ 利 大 月 イオ g 

内 茂樹 で す 。 こ 列 思 無 ら は 人 本 で ソ を 作る 進 日 国 用 西 30 由 < 
3 RE 練 い 事 ^A 方 の シ ? 星 要 本 際 部 卓 日 En 
れ ま で は 、 国 際 宇 宙 ス テー ショ ン の 帰 船 ご 人 針 討 ン る の 痛 の 宇 会 吉 下 太 
計画 の 現場 に 携わっ て お り 、 そ の 様 い 還 長 ? を 只 ト 方 の 人 を 探 理学 日 行 
中 の プロ ジェ クト で 成果 を 出す た 時 し 業 っ すま 計 針 和 胸 信 会 控 国 定本 十 
主計 ジ 画 で 条 ミ で 和 計 食 際 飛 に 、 
め の 緊 張 感 が あり まし た 。 広報 部 どの 著 を ャ め を 開 を 探 夫 ま 画 小 隊 行 一 が 
で は 、JAXA の 事業 を 理解 し て い を 大 田 全 ク る 踏 催 示 査 人 合 し に 委 宙 士 時 の 
た だ く た め の 正確 な 情報 提供 と 、 。 探 
JAXA の 事業 に 反映 すべ く 、 皆 き は 清 ン に 
ま か ら の ご 意見 を ちゃ ん と 伺う と Ws 用 で < - 三 
いう 緊張 感 、 ワ クワ ク 感 を 感じ て 語 中 き 2 た 
(958 SS 還 旬 嫌 
今年 度 は 、56 号 で 取り 上 げた 国際 きき ぎ + “し 皿 
宇宙 ステ ーション で の 長期 革 在 を @ ぼ ジ こる 
終え た 若田 船長 の 帰還 に 始ま り 、 5 ク * 研 
「 だ いち 2 号 ] や 「 は や ぶさ 2 1 の ヨミ 8 ス + や 
打ち 上 げ 、 新型 基 幹 ロケ ッ ト の 開 人 。 傍 
発 開始 な ど な ど 、 話 題 が た くさ ん え ば 方 
あり ます 。 また 、 大 き な プ ロジ ェ ひ 聴 


クト だ け で は な く 、TAXA で 行っ 
て いる 航空 部 門 を は じ め と する た 
くさ ん の 研究 開発 の 中 か ら も 、 話 
題 を 選ん で 『TAXA's」 で ご 紹介 し 
て いき た いと 思い ます 。 

56 号 か ら 文 字 の 間隔 に ゆとり を 
持た せ で 目 に 優し くし まし た 。 分 
か りや すく 〈、 読 みや すく な る よう 
に 引き 続き 努力 し て いき た いと 思 
いま す の で 、 ど ん どん ご 意見 を い 
た だ れ ば と 思い ます 。 どう ぞ よ ろ 
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JAXA オ ー プ ン ラ ボ 公 募 制 度 を 通じ て 開発 
冷却 ベス ト を 販売 


公益 財団 法人 日 本 ユニ フォ ー ム セ た 検討 及び 改良 の 実施 ] と し て 、 
ンタ ー は 、 帝 国 繊維 株 式 会 社 ほ か 日 本 ユニ フォ ー ム モン ター の ビジ 


し く お 願 いし ます 。 


人 @ 内 容 に つい て の ご 意見 : お 問い 合わ せ 先 


JAXA 広 報 部 (proffice@jaxa.jp) 
https://ssl.tksc.jaxa.jD/SDace/ 
inquiries/index_j.html 
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編集 制作 但 一 般 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 

デザ イン 外 Better Days 

印刷 製本 代 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 

2014 年 6 月 13 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 

委員 長 的 川 要 宣 

副 委 員 長 上 垣内 茂樹 

委員 阪本 成一 / 町 田 茂 / 寺 門 和 夫 プ 喜多 充 成 
顧問 山根 一 眞 


の 協力 の も と 、 冷却 べ スト を 開発 し 、 
[JAXA COSMODE」 (JAXA 
宇宙 ブラ ンド ) の 製品 と し て 販売 
する こと に な り ま し た 。 TAXA で 
は 、 日 本 が 得意 と する 先端 素材 ・ 
縫製 ・ 被 服 設 計 ・ 精 密 加 工 な どの 
国産 技術 を 集約 し 、「 次 世代 先端 
宇宙 服 の 研究 ] を 進め て いま す 。 宇 
宙 服 内 は 密封 され て いる た め 、 宇 
宙 飛 行 士 が 発する 熱 を 効率 よく 冷 
却 す る 必要 が あり ます 。 日 本 ユニ 
フォ ー ム セン ター は 平成 20 年 度 か 
ら 「 次 世代 先端 字 宙 服 の 研究 ] に 参 
画 し 、 冷 却下 着 の 研究 を サポ ー ト 
し て きま し た (『]JAXA's 52 号 | の 
16 ペ ー ジ 「 発 見 ! こん な と ころ に 
JAXA」 で 冷却 下着 の 研究 開発 を 
紹介 し て いま す )。 さ ら 6 に 、TAXA 
オープン ラボ 公募 制度 に お いて 、 
[宇宙 用 冷却 下着 の 民生 化 に 向け 


ネス 提案 が 選定 され 、 消 防 分 野 へ 
適し た 仕様 へ の 研究 開発 を 行っ て 
きま し た 。 今回 販売 され る 冷却 べ 
スト は 、 張 り 巡 ら る れ た チュ ー ブ 
に 冷却 水 が 循環 する こと で 、 身 体 
を 冷却 し 、 暑 熱 下 に お ける 熱中 症 
対策 な ど に 効果 が 期待 きれ ます 。 
今年 度 は 限定 1000 着 の 販売 を 計 
画 し 、5 月 30 日 か ら 帝 国 繊維 株 式 
会 社 より 販売 を 開始 し ます 。 


備え 付け の タン ク 内 
で 氷 で 冷却 され た 水 
は 、 ポ ンプ に よっ て チ 
ュー ブ 内 を 通り ベス ト 
全体 へ 届け られ る 


も 本 日 13 
ペン ミー ら 。 電 
| [ 


| 


ユー ュ ラ 宇宙 毅 で カザフ スタ 
ジ 共 和 国 の 草原 に 着陸 。 そ の 
後 、 健 康 チ ェ ッ ク の た め に 医療 
テン ト に 運ば れる 若田 宇宙 飛 
行 圭 


IN 世 V 


若田 宇宙 飛行 士 


| VIP コ ー ル ] 開催 、 そ し て 地球 帰 本 。 


2014 年 4 月 10 日 に 首相 官邸 に て 若田 宇宙 飛行 
士 に よる VIP コ ー ル (交信 イベ ント ) が あ 
り ま し た 。 星 出 彰 彦 宇宙 飛行 士 の 司会 進行 で 、 ス ペ シ ャ 
ル ゲ スト と し て ケネディ 駐日 米 大 使 を 迎え 、 若 田 宇 宙 飛 
行 士 へ | お 互い ツイ ッ タ ー を フォ ロー し あっ て いま す 
ね 」 と メッ セー ジ が 送ら れ ま し た 。 若田 宇宙 飛行 士 か ら 
は 笑顔 で お 礼 が 返さ れ 、「 宇 宙 開 発 は 人 類 の 生存 が か か 
っ て いる プロ グラ ム 。 国 際 的 な 協力 が 必要 で す が 、 こ の 
協力 に よっ て ISS が 作ら れ て いる と 思い ます 」 と 応じ ま 
し た 。 さ ら に 安倍 総理 大 臣 か ら 、「 リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 
揮 し て 大 き な 成 果 を ] と の 激励 に 、「 世 界 各国 の 管制 局 
の 皆さん の 素晴らし い 支 援 の お か げ で 順調 で す 。 船 長 と 
し て 残り 1 カ月 を この 調子 で 頑張 っ て 乗り 切り た い 」 と 
ミッ ショ ン 成 功 に 向け た 意気 込み を 語り まし た 。 

また 5 月 14 日 の 帰還 時 に は 「 た だ いま 帰っ て きま し た 。 
長い 間 、 無 機 質 な 国際 宇宙 ステ ーション に いた の で 、 カ 
ザ フ ス タン の 草原 の そよ 風 に 迎え られ た 感じ が し ます 。 
や っ ぱり 、 地 球 は いい で す 。 (滞在 ) 半年 間 の 後半 の 約 
2 カ月 、 船 長 を 経験 させ て も らい まし た 。 世界 各 国 の パ 
ー ト ナー の 素晴らし い チ ー ム ワー ク の お か げ で 任務 を 全 
う で き 、 い ろ い ろ な 国 の 人 た ち が 力 を 合わ せ て 一 緒 の 目 
標 に 向かっ て 仕事 を する こと で 、 ス テー ショ ン の よう な 
素晴らし いも の が で きる と 感じ まし た | と 述べ まし た 。 


さら に 、 帰 還 後 初 の ヒュ ー ス トン で の 会 見 で は 、 日 本 
人 宇宙 飛行 士 の 飛行 が 続く こと か ら 「 新 人 の 宇宙 飛行 士 
を 支援 し 、 日 本 か ら 第 2、 第 3 の 船長 が 出る よう に 私 も 
努力 し て いき た い ] と 抱負 を 語り まし た 。 そ の 上 で 「 ス 
テー ショ ン で や り 残 し た 仕事 も ある 。 生涯 現役 で 頑張 り 
た い 」 と 、 さ ら な る 飛行 へ の 意欲 も 述べ まし た 。 若 田 宇 
宙 飛 行 士 は 今後 各種 デブ リー フィ ング を 経た 後 、 日 本 で 
の 帰国 報告 会 を 予定 し て いま す 。 次号 以降 の 「JAXA's」 
で 帰還 後 の イ ンタ ビュ ー を 予定 し て いま す の で 、 ぜ ひご 
覧 くだ さい 。 


国広 報 部 スタ ッ フ に よる 帰還 時 の 現地 対応 の 様子 を 
ブロ グ で ご 紹介 し て いま す 。 ぜ ひご 覧 くだ さい 。 


http:/ j [ d tml 


マヤ 筑波 宇宙 セン ター で 行わ れ 


た パブ リッ クビ ュー イン グ 。 大 


勢 の 人 々 が 若田 宇宙 飛行 ゴ 


の 帰還 を 見 守っ た 。 現在 は 、 
陸 域 観測 技術 衛星 2 号 「 だ 


ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 


場所 へ 「JAXA'S」 を 


http://www.jaxas.jp/ 
介 お 問い 合わ せ 先 


この 印刷 物 は 、 印 刷 用 の 紙 へ 
リサ イク ル で きま す 。 


配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利 
実費 を ご 負担 いた だ く こ と に な り ま す 。 
ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ きい 。 


古 低 パルプ 配合 率 100% 再 生 紙 を 使用 


に は 、 配 送 に 要する 
詳し (は 下記 


一 般 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
広報 ・ 調 査 事業 部 「JAXA's」] 配送 サー ビス 窓口 
、TEL:03-6206-4902 
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